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１．緒言

ここから書き始める．ただし，章立ては変更可能．
２．実験方法

２．１　フォーマット
本文は2段組で9ptサイズ25文字50行，A4用紙2枚とし，原則として明朝体を使用する．その他の点はこのテンプレートに従うこと．
２．２　図表の書き方
図表には，図１（説明は図の下に書く），表１（説明は図の上に書く）などの説明文を付け，片段あるいは両段にまたがって本文中に挿入する．ただし，その際，文字の回り込みはしないこと．
２．３　参考文献の引用

参考文献は，引用する本文の後に引用する順に従って引用番号をつけること．[1]

２．４　レポートの提出について

このワードフォーマットで作成した原稿をPDF形式（解像度はStandardまたはPress Quality）に変換し、研究室でまとめてUSBメモリに記録したうえで、指導教員に提出すること．USBメモリの事務室への提出は教員（または教員の委任を受けた代表学生）が指定された期日までに行います．なお，ファイル名は学生証番号（半角でnBES0000.pdf,名前，研究室名などは不要）とします．
PDFの作成方法については、アドビ社のウエブサイト（http://www.adobe.co.jp）を参照すること．
TeXで書く場合やフリーウェアを使う場合には，次のウエブサイトも参考になります．
http://oku.edu.mie-u.ac.jp/~okumura/texwiki/?PDF%E3%81%AE%E4%BD%9C%E3%82%8A%E6%96%B9
※　発表会プログラムは前刷提出後に事務室で作成し，学科のウェブサイト上で公開します。
３．実験結果

４．考察
５．結言
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